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「この音、どこだ？」 

 

今回は、ことばの中の音探しをご紹介します．例えば、「きのこ」の絵カードを見せ、 

「こ、どこ？」の声かけと３つの積み木などを提示します。 

ここでは、「きのこ」は「き」と「の」と「こ」の３文字から出来ていて、「こ」は最後

であるといった音の配列に気付く力が必要です。慣れたら子どもが問題を出すなど楽し

みながら行ってみてください。 
 

 「この音、どこだ？」 

 （例）       「こ、どこだ？」に 

             指差しで答える  

               ↓ 

  答えたあとに、目印のシールや文字を見せて、答えあわせ 

 

＊覚え違いのことばを、遊びながら覚えなおすことが期待できます。 

   （例）「きのこ」を「きのと」と覚えている場合など。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

  

    失敗は成功体験への道 
  

俳優がエレベーターに乗り、その階にいる各
著名人と対談するＣＭがありますが、その中に
印象に残った言葉があります。 
挑戦する若い人たちに伝えたい言葉に選ん

だのが、「喜んで失敗しろ」でした。 
 これは若者に限らず、就学前の子ども達も同
様ですね。いつもお話しするように、成功体験
は必ず必要ですが、だからといって失敗は×で
はないのです。 
 

 例えば、積木遊びをしていて崩れてしまった
時、この世の終わりのように泣き崩れる子ども
がいます。落ち込んだり、悔しい気持ちを吐き
出しながら、やり直しがきく事を学んでいきま
す。 
失敗は次への成功体験への道筋。積木が崩れ

ないようにどうしたら良いか考えるきっかけ
になります。思考と行動を修正していく作業は
年齢に関係なく大きな力となるはずです。 
大人、仲間と共に前回より良いものが出来る

でしょう。学びとはそういう体験からですね。 
 

コメツキ アワツキ アワツキ コメツキ 
 

 子どもと向い合って手を握り遊びます。 

 大人の運動にもなり、声を出し身体、心の解放。 

「つかれた～」と笑い合えるといいですね。 
 

① 交互に腕の曲げ伸ばし 

② 交互にしゃがむ 

③ 座って足裏合わせ、交互にひざの曲げ伸ばし 

④ 背中合わせで腰をおろし、交互に背中に乗せる 

 コメ（米）とアワ（粟）役を決め、その言葉の時に

動くイレギュラーも楽しめます。 
 

※ お詫び 

12月、1月号で掲載した学者名の漢字間違いがあ

りました。ご指摘いただき、ありがとうございま

した。 金田一 晴彦 → 金田一 春彦 


